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1．はじめに 

 香川大学情報メディアセンターは「DXラボ」を

組織し，DXを推進すべく業務の抱える課題をユー

ザの視点で調査する「業務 UX調査」，業務改善の

アイデアを創出する「業務改善アイデアソン」，

業務システムを内製開発する「業務システム内製

開発」，業務システムを内製開発できるスキルを

獲得する「業務システム開発ハンズオン」など

様々な取り組みをおこなっている[1][2]． 

香川大学が実施した決裁業務を対象とした「業

務 UX調査」[3]では，決裁業務は決裁に必要とな

る様々な文書を作成する「①決裁文書作成フェー

ズ」，決裁者が決裁に必要な文書をもとに決裁を

おこなう「②決裁フェーズ」，決裁された文書を

共有する「③決裁結果共有フェーズ」に分類され，

それぞれのフェーズを効率的かつ効果的におこ

なう仕組みを構築する必要があることがわかっ

た． 

本論文では，決裁業務を対象とした「業務 UX調

査」に基づいて「DXラボ」で内製開発された「電

子決裁システム『KadaSign/カダサイン』」につい

て述べる． 

 

2．決裁業務を対象とした業務 UX調査 

 DX ラボは，決裁業務に関する業務 UX 調査を実

施した．業務 UX調査では，調査の対象となる決裁

業務をおこなう職員（「決裁文書を作成し起案す

る職員」，「決裁文書の中身を確認する職員（起

案者の上司）」，「決裁をおこなう決裁者」，「決

裁された情報の共有を受ける者」）のペルソナを

設定し，決裁業務に関するジャーニーマップを作

成した．「決裁文書を作成し起案する職員」から

は，「文書の修正を手書きでされ，それをまた電

子文書上で修正した後，再度それを印刷して起案

しなければならない」などの意見が寄せられた．

「決裁文書の中身を確認する職員（起案者の上

司）」からは，「多くの人が確認するので，確認

が不十分になりがち」などの意見が寄せられた．

「決裁をおこなう決裁者」からは，「自分の執務

室でしか決裁がおこなえない」などの意見が寄せ

られた．また決裁業務全体に対しては，「決裁か

確認（合議）なのかの判断が難しく，職員によっ

て決裁ルートの判断が異なる」などの課題も指摘

された．業務 UX調査の結果を踏まえ，決裁業務は

決裁に必要となる様々な文書を作成する「①決裁

文書作成フェーズ」，決裁者が決裁に必要な文書

をもとに決裁をおこなう「②決裁フェーズ」，決

裁された文書を共有する「③決裁結果共有フェー

ズ」に分類され，それぞれのフェーズを効率的か

つ効果的におこなう仕組みを構築する必要があ

ることがわかった．図 1は，決裁業務のフェーズ

を示している． 

 

3．電子決裁システム「KadaSign/カダサイン」 

の概要 

DXラボは，「②決裁フェーズ」における起案書

の作成および決裁を効率的かつ効果的におこな

う仕組みを構築すべく「電子決裁システム

『KadaSign/カダサイン』」を内製開発した． 

カダサインは，Microsoft 社の提供する Micro 

soft Power Platform を用いて開発された．Mic 

rosoft Power Platform は，Microsoft Power 

Apps[4] ， Microsoft Power Automate[5] ，

Microsoft Power BI，Microsoft Power Virtual 

Agents，Microsoft Power Pagesの 5種類のサー

ビスから構成される．カダサインは，Microsoft 

Power Appsと Microsoft Power Automateを用い

て開発された． 
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図 1 決裁業務のフェーズ 
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カダサインは，「起案書作成機能」，「決裁機

能」，「決裁進捗確認機能」，「決裁結果通知機

能」，「一覧表示機能」を有する． 

「起案書作成機能」は，Microsoft Power Apps

によって開発された専用のアプリから起案者が

起案書を作成できる機能である．図 2は，「起案

書作成機能」の画面を示している． 

「決裁機能」は，Microsoft Power Appsによっ

て開発された専用のアプリから決裁者が決裁を

おこなう機能である．図 3は，「決裁機能」の画

面を示している．カダサインは，PCだけでなく携

帯端末での利用が可能であるため，これまでの

「自分の執務室でしか決裁がおこなえない」など

の課題を解決し，「いつでも，どこでも」決裁を

おこなうことが可能となった． 

 「決裁進捗確認機能」は，決裁の進捗状況を確

認できる機能である．「決裁結果通知機能」は，

決裁完了時に決裁結果を起案者に通知する機能

である．「一覧表示機能」は，起案者・決裁者が

過去に自身が起案・決裁した内容を一覧表示する

機能である．  

 

3．まとめ 

 本論文では，決裁業務を対象とした「業務 UX

調査」に基づいて「DXラボ」で内製開発された「電

子決裁システム『KadaSign/カダサイン』」につい

て述べた．カダサインは，「②決裁フェーズ」に

おける起案書の作成および決裁を効率的かつ効

果的におこなうシステムである．現在，香川大学

での 2023 年 4 月からの実運用向けた準備を進め

ている． 
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図 2 「起案書作成機能」の画面 図 3 「決裁機能」の画面 
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